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ふるさと友好都市30年記念し川口地域へ「友好の絵手紙」

狛江市とふるさと友好都市
を提携している新潟県長岡市
川口地域で2月24 に催
された「えちごかわぐち雪洞
火ぼたる祭」で、ふるさと友
好都市30周年を記念した「友
好の絵手紙」（写真）が狛江
市を代表してよりあいっこ実
行委員会から贈られた。
贈られたのは、縦130㌢、
幅160㌢の額縁に、30周
年にちなんで絵手紙30枚

を「友」の字の形に貼った
もの。絵手紙自体は「絵手
紙発祥の地－狛江」実行委
員会が中心となって制作に
あたり、川口地域の特産品
や名所などの絵と言葉をか
き、川口地域への感謝と友
情の気持ちを込めた。
贈呈式では、狛江市のよ

りあいっこ実行委員会委員
長の築坂愛子さんから長岡
市地域政策監の中野一樹さ

んに記念品が手渡されると
来場者から温かい拍手が鳴
り響いた。「川口地域の皆さ
んへこれまでの感謝の気持
ちを込めて制作しました。こ
れからも末永く交流が続くよ

う願っています」と
築坂さんが感謝の言
葉を送ると、これに
対し中野さんは「30

年間もの長い間、交流を続
けられたことは本当にすごい
ことだと思います。（記念品
から）狛江市からの熱い友
情の気持ちが伝わり、感動
しました」と喜んでいた。
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のらぼう菜はアブラナ科に属する
菜花の一種。茎をおひたしなどにし
て食べるが、苦みが少なく、癖のな
い味で人気がある。
市内でも栽培する農家が増えた。
前年の11月上旬に種子をポットにま
き、下旬に畑へ移植、１月と3月頃
に追肥をし、３月上旬から5月上旬
にかけて伸びた脇芽を順次切り取っ
て収穫する。茎が手で簡単に折れ
る程度が食べ頃で、葉がすぐしおれ
るので、早めにゆでて食べると良い。

のらぼう菜

４４月月のの
狛狛江江野野菜菜

上の申し込みが寄せ
られるほどの人気。
イベントで参加者に
提供される狛江産
野菜を使ったランチ
が好評だ。
秋に催される狛
江市民まつりでは、
狛江産野菜で大き
な宝船（写真）を作って市内をパレードし
た後、希望者に宝分けをしているが、毎
年長い行列ができるなど、市民まつりの
名物イベントになっている。
また、毎年視察研修を行って、部員同
士の情報交換や相互の親睦を図っている。
今号からＪＡマインズ狛江地区青壮年部
の活動と部員の横顔を12回にわたって紹
介する。

ＪＡマインズ狛江地区青壮年部は、昭和
30年に狛江市農業協同組合青年部として
部員85人で発足した。平成4年に狛江市、
調布市、府中市の農協が合併しＪＡマイン
ズ（マインズ農業協同組合）として発足し
た際に、新しい年齢制限を設けて再出発
した。
現在、28歳から概ね55歳までの33人
が所属、「市民とともに育てる狛江の農業」
を軸に、緑化推進事業での植木、花卉、
苗物の即売に加え、多彩なイベントを展開
し、都市農業への市民の理解を深めるこ
とに貢献している。
農産物の収穫を体験しながら農地を回る

農業食育ラリーは、27年度か
ら農業体験と食育を組み合わ
せた内容に変えて実施してい
る。ラリーには毎年100人以

こまえを
耕耕す

狛江の農業支え、イベントも実施

ＪＡマインズ狛江地区青壮年部部員の横顔

「四季彩　春風」は魚介類を中心に
旬の素材を生かした日本料理の店。
店主の川崎亨さん（42）が築地で仕
入れてきた四季折々の新鮮な魚介類で
作る刺身（１人前小盛り980円・
以下税別、写真は４人前）を
中心に、アボガドの葱トロユッ
ケ（680円）、熊本県産の馬
刺（980円）、鮮魚のカルパッ
チョ（880円）などの逸品、アジフ

ライ（680円）、天ぷら盛り合
わせ（980円）などの揚げ物、
〆の食事として生蕎麦（580円）、
海鮮丼（1,380円）など豊富なメニュ
ーを揃えている。

川崎さんは千葉県松
戸市出身で高校卒業後、
19歳から子どもの頃の夢
だった料理の道に入
った。都心にある日
本料理や会席料理の
有名店で腕を磨いて、

板長を任されるまでにな

り、ふぐ
調理師の

免許も取得した。３年前に狛
江へ転居したのをきっかけに独
立を志し、昨年同店をオープ
ン、ふたりの子の名前から１文
字ずつを取って店名にした。
1階はカウンター5席とテ
ーブル、2階は畳敷きで
20人まで収容できる。
フロアを担当する妻の
望さん（33）と相談し

て、若い家族連れも楽しめる
よう２階にキッズスペースを設けたのが
特色で、ランチタイム
は子連れの主婦でにぎ
わう。
川崎さん夫妻は「お
いしい日本料理をくつ
ろいで味わっていただ
けるよう心がけていま
す」と話している。
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☎5761-8447　岩戸北1-16-11　
営業＝午前11時30分～午後2時30分
/5時30分～12時、水曜休み

川崎さん

日本料理

「ラ・フォル・ジュルネTOKYO 
2018 プレフェス・ア・コマエ」が28
・29日 開催される。

５月3日 5日 東京国際フォー
ラムや東京芸術劇場などで催される世
界最大級のクラシック音楽祭「ラ・フォル・
ジュルネTOKYO2018」（LFJ）のプレ
イベントで、平成28年に初めて催され
大きな反響を呼んだ。
会場はエコルマホール、狛江駅北口
交通広場、メビウス∞えきまえ広場（こ

まえ屋台
村）、泉
の森会館。
エコルマホール4階ホールではＬＦＪに
出演するプロのクラシックアーティストを
含む多彩な公演が行われる（事前申し
込みは締切、当日券約200枚を各公演の
開演45分前から１人につき2枚まで配布
予定）。出演は28日 遠TONE音、木
村佳代子、川村ケン オペラユニット　
レジェンド。29日 大植英次、洗足学

園音楽大学管弦
楽団 オリヴィ
エ・シャルリエ、レミ・ジュニエ 堤剛
英哲風雲の会。
また、その他の３会場でも狛江ゆかり
のアーティストなど多数の公演が行われ
る。
両日ともメビウス∞えきまえ広場でア
ルコールを含めた飲食を中心とした「こ
まえ屋台村」が設けられる。
問い合わせは☎03-
3430-1111ＬＦＪプレ
フェス・ア・コマエ実行
委員会事務局（狛江市
地域活性課内）。

ラ・フォル・ジュルネTOKYO2018
プレフェス・ア・コマエ

28日・29日に多彩なアーティストが競演


